
早稲田大学大学院情報生産システム研究科 

学修成果と科目等の対応表 
 

修士課程 
 

修士課程で獲得するべき学修成果 対応する科目等 

修士 

学修成果 1)-1 

自らが取組む学習・研究について計画を立て、こ

れを実施するために必要な基礎学力を身につけ、

それらを応用できる。 

基礎講義科目 

修士 

学修成果 1)-2 

自らが取組む学習・研究について計画を立て、こ

れを実施するために必要な専門知識を身につけ、

それらを応用できる。 

専門講義科目 

実験科目 

特論 

修士 

学修成果 2) 

情報倫理、情報セキュリティについて正しい理解

をもち実践できる。 

(新入生情報セミナー) 

学術・研究公正概論 

修士 

学修成果 3) 

自らの専門領域における技術動向を調査・把握

し、自らが取組むべき課題を適切に設定できる。 

演習科目 

修士 

学修成果 4) 

設定した課題を解決する手法、手段を提案し、こ

れを客観的に検証して健全性、新規性、有効性を

示すことができる。 

演習科目 

修士論文作成 

修士 

学修成果 5) 

自分のアイデアや考えを正しく他人に伝えること

ができ、高い倫理観のもと、他人とのコミュニケ

ーションにおける主張と協調のプロセスを身につ

けている。 

演習科目 

修士論文中間・最終発

表 

修士 

学修成果 6) 

構想した解決手法を適正に実現する手段を計画・

実行することができる。 

演習科目 

修士論文作成 

 

博士後期課程 
 

博士課程で獲得するべき学修成果 対応する科目等 

博士 

学修成果 1) 

自らが取組む学習・研究について計画を立て、こ

れを実施するために必要な専門知識を身につけ、

それらを応用できる 

研究討議・研究指導 

文献調査指導 

博士 

学修成果 2) 

情報倫理、情報セキュリティについて正しい理解

をもち実践できる。 

(新入生情報セミナー) 

学術・研究公正概論 

博士 

学修成果 3) 

自らの専門領域における技術動向を調査・把握

し、自らが取組むべき課題を適切に設定できる。 

研究討議・研究指導 

文献調査指導 

博士 

学修成果 4) 

設定した課題を解決する手法、手段を提案し、こ

れを客観的に検証して健全性、新規性、有効性を

示すことができる。 

研究討議・研究指導 

論文作成指導 

博士 

学修成果 5) 

自分のアイデアや考えを正しく他人に伝えること

ができ、高い倫理観のもと、他人とのコミュニケ

ーションにおける主張と協調のプロセスを身につ

けている。 

論文発表指導 

博士論文予備審査、公

聴会 

博士 

学修成果 6) 

構想した解決手法を適正に実現する手段を計画・

実行することができる。 

研究指導 

論文作成指導 

博士 

学修成果 7) 

技術発展に著しく貢献する独創的な研究をしてい

る。 

研究指導 

公聴会 

 


